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医
療
法
人
財
団
松
圓
会 

 
 

 

理
事
長 

小
田 

清
一 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

 

今
年
の
十
干
、
干
支
は
丁
酉
（
ひ
の
と
と
り
）

だ
そ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
で
酉
年
の
酉
は
な
ん
で
鳥
（
鶏
）で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
考
え
て
み
る
と
干
支
に

は
子
（
ね
）や
午
（
う
ま
）
と
い
っ
た
本
来
ネ
ズ
ミ

や
馬
で
な
い
字
に
動
物
の
名
前
が
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
干
支
の
12
の
文
字
は
植
物

の
成
長
を
12
段
階
で
表
現
し
た
文
字
と
言
わ

れ
、
方
角
や
時
間
を
表
す
も
の
で
、
動
物
名
と

は
関
係
な
い
よ
う
で
す
。 

例
え
ば
方
角
で
い
う
と
子
は
真
北
を
、
午
は

真
南
を
表
し
て
い
ま
す
の
で
子
午
（し
ご
）線
は

南
北
を
結
ぶ
線
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時

刻
で
い
う
と
子
の
刻
は
深
夜
零
時
前
後
で
、
午

の
刻
は
正
午
前
後
を
表
す
の
で
、
午
前
と
午
後

と
い
う
表
現
は
こ
こ
か
ら
派
生
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
酉
の
方
角
は
西
で
、
酉
の
刻
は
、
江

戸
時
代
は
暮
れ
六
つ
時
で
現
在
の
18
時
前
後

を
指
し
ま
す
。
つ
ま
り
十
二
支
に
動
物
を
充
て

た
時
に
、
字
の
本
来
の
意
味
は
動
物
で
は
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
動
物
名
を
充
て
ら
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

干
支
占
い
等
を
見
ま
す
と
、
酉
年
の
評
価
は

あ
ま
り
芳
し
く
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
推
進
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
願
う
と

こ
ろ
で
す
。 

新
春
に
よ
せ
て 

二
〇
一
七
年 

松
圓
会
で
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
一
昨
年
か
ら
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の

医
師
の
採
用
を
促
進
し
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸

器
内
科
、
泌
尿
器
科
、
腎
臓
内
科
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
で

も
呼
吸
器
内
科
を
新
た
に
開
設
し
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
外
来
を
開
始
し
ま
し
た
。
患

者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
患
者
送
迎
実
施
施
設
の

増
加
を
図
り
、
か
ね
て
か
ら
要
望
の
高
か
っ
た

本
院
と
松
戸
駅
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス
の
定
時
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
年
は
最
後
に
残
っ
た

小
岩
の
患
者
送
迎
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

他
の
施
設
で
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
送
迎
車
を
増

や
す
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
す
。
地
域
住
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

健
康
カ
レ
ッ
ジ
に
加
え
て
簡
易
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

新
た
に
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

施
設
整
備
と
し
て
今
年
は
年
明
け
早
々
か

ら
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の
大
規
模
改
修
を
行

い
ま
す
。
一
部
の
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
施
設
の
維
持
、
強
化
に
ご
協
力
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的
色
彩
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
こ
と

か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
一
気
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
強
い
保
守
へ
の
回
帰
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
通
信
や
輸
送
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結

果
が
皮
肉
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
足
か
せ
に
な

り
、
そ
し
て
、
建
国
が
移
民
の
人
々
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
も
メ
キ
シ
コ
国
境
に

壁
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
世
界
は
ど

こ
に
突
き
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
と
不
安
を
感

じ
さ
せ
る
年
明
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

各
国
内
で
の
格
差
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
格
差
の

広
が
り
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
が
、
誰
も
こ
の
解
決
に
答
え
を

も
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
が
か

え
っ
て
格
差
を
助
長
す
る
側
面
も
あ
る
と
い
え

る
。
我
々
日
本
も
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

外
国
人
に
依
存
す
る
生
活
が
も
う
す
ぐ
そ
こ

に
来
て
い
る
。そ
の
中
で
人
種
を
越
え
助
け
合
い

な
が
ら
、
社
会
を
変
革
し
て
い
く
素
地
を
少
し

づ
つ
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

入
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
も
、
地
域
に
な
に
を
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
十
分
分
析
し
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
丁
寧
に
接
し
、
満
足
い

た
だ
け
る
医
療
機
関
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
け

る
よ
う
、
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。  

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

院
長 

東 

仲
宣 

  

昨
年
後
半
、
世
界
は
移
民
問
題
か
ら
発
生
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ー
ロ
離
脱
、
次
期
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
当
選
し
て
、
保
護
主
義

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
新

松
戸
の
施
設
整
備
は
、
年
内
の
早
い
時
期
に
改

築
工
事
に
取
り
掛
か
れ
る
よ
う
準
備
を
急
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

腎
友
会
を
は
じ
め
と
す
る
患
者
の
皆
様
に
は

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

＜東葛クリニックグループの理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に接し、専門性

を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム医療を推進し、これがもた

らす最適医療の成果を患者さんに提供することを誓います。 
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【 

は
じ
め
に
】 

 

現
代
の
日
本
人
の
死
因
は
、
一
位
が
ガ
ン
、
二

位
が
心
臓
病
で
す
。
こ
の
心
臓
病
の
大
部
分
は

心
筋
梗
塞
で
す
。
心
筋
梗
塞
は
重
病
で
、
そ
の

前
段
階
の
病
変
が
狭
心
症
で
す
。 

 
 【 

心
臓
と
冠
動
脈
】 

 

心
臓
は
、
ド
ッ
キ
ン
ド
ッ
キ
ン
と
心
筋
（
筋
肉
）

が
、拡
張
・収
縮
（
拍
動
）し
、血
液
を
循
環
さ
せ

る
ポ
ン
プ
で
す
。
そ
の
心
臓
の
心
筋
に
酸
素
と

栄
養
を
送
る
血
管
は
、
心
臓
を
王
様
の
冠
の
様

に
囲
ん
で
い
る
た
め
、
冠
動
脈
と
言
わ
れ
ま
す

（
図
１
）
。 

 

【 

動
脈
硬
化
と
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
】 

 

動
脈
硬
化
（
ア
テ
ロ
ー
ム
変
性
）に
よ
り
、冠
動

脈
の
内
腔
に
変
性
し
た
悪
玉(

Ｌ
Ｄ
Ｌ)

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
沈
着
（
プ
ラ
ー
ク
と
言
う
）し
、狭
窄
し

た
状
態
が
狭
心
症
で
す
。動
脈
硬
化
を
早
く
進

行
さ
せ
る
原
因
を
、
危
険
因
子
（後
述
）と
言

い
、
そ
れ
が
多
い
ほ
ど
早
く
進
み
ま
す
。 

 

狭
心
症
を
放
置
す
る
と
、
冠
動
脈
の
狭
窄
が

進
み
、
血
栓
が
で
き
て
、
冠
動
脈
が
詰
ま
り
（
閉

塞
）
ま
す
（図
１
）。
詰
ま
っ
た
先
に
は
血
が
流
れ

ず
、
心
筋
細
胞
は
、
酸
素
も
栄
養
も
来
な
い
た

め
に
死
ん
で
（壊
死
）し
ま
い
ま
す
。こ
れ
が
急
性

心
筋
梗
塞
で
す
。
こ
う
な
る
と
前
胸
部
に
激
痛

が
お
こ
り
、
不
整
脈
、
シ
ョ
ッ
ク
、
心
不
全
、
死
亡

等
の
重
症
な
事
が
起
こ
り
ま
す
。 

 

こ
う
な
る
前
の
狭
心
症
の
段
階
で
、
早
期
に

発
見
し
、
治
療
す
る
事
が
極
め
て
重
要
な
の
で

す
。 

 
特
集 

狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
の
予
防
と
対
策 

図
１ 

 

冠
動
脈
の
狭
窄
（狭
心
症
）と
閉
塞
（
心
筋
梗
塞
） 

心筋梗塞 

狭心症 

王様の冠 

動脈硬化

による狭窄 

さらに血栓

による閉塞 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

 
 

 

院
長 

川
越
康
博 
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【 

狭
心
症
の
対
策
】 

１
．
狭
心
症
の
種
類 

 

狭
心
症
に
は
「 

労
作
性
」と
「 

異
型
」と
が

あ
り
、労
作
性
が
一
般
的
で
、前
述
の
プ
ラ
ー
ク

の
狭
窄
に
よ
る
狭
心
症
で
す
。
一
方
、
異
型
は

冠
動
脈
の
ス
パ
ス
ム
（*
）で
起
こ
り
ま
す
が
、特
殊

な
型
な
の
で
、
こ
の
説
明
は
今
回
は
省
略
し
ま

す
。こ
こ
で
は
労
作
性
を
狭
心
症
と
し
て
述
べ
ま

す
。 

 

２
．
見
逃
さ
れ
や
す
い
狭
心
症 

 

狭
心
症
の
症
状
は
、
労
作
時
の
軽
い
前
胸
部

中
央
の
圧
迫
感
（何
と
な
く
重
い
感
じ
）
や
、
違

和
感
の
こ
と
が
多
く
、
数
分
間
で
治
り
ま
す
、
こ

の
た
め
に
「 

大
し
た
事
な
い
な
」
と
思
わ
れ
て
、

放
置
さ
れ
ま
す
。
更
に
普
通
の
心
電
図
は
、
安

静
時
に
と
る
た
め
、
心
臓
が
楽
な
状
態
な
の
で
、

所
見
が
出
に
く
く
、
見
逃
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。

前
述
の
症
状
が
で
た
ら
、
早
く
心
臓
専
門
医
を

受
診
す
る
事
が
重
要
で
す
。 

 

３
．
狭
心
症
の
診
断 

 

診
断
に
は
次
の
検
査
を
し
ま
す
。 

①
運
動
負
荷
心
電
図
。
運
動
し
て
心
臓
に
負

担
を
掛
け
る
と
、
狭
心
症
の
変
化
が
出
易
く

な
る
の
で
、
運
動
し
て
と
る
心
電
図
で
す
。
運

動
負
荷
方
法
に
は
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
法
、
マ
ス

タ
ー
法
等
が
あ
り
ま
す
。 

②
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
。
携
帯
型
の
軽
い
小
さ
い

心
電
計
（タ
バ
コ
の
箱
の
約
半
分
）を
身
体

に
24
時
間
装
着
し
、
日
常
の
生
活
活
動

の
負
荷
を
か
け
て
、
心
電
図
を
と
り
ま

す
。 

③
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
。
最
先
端
の
検
査
で
、
造
影

剤
（人
体
に
無
害
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
映
る

液
体
）を
肘
の
静
脈
か
ら
点
滴
し
て
、Ｃ
Ｔ

を
撮
り
ま
す
。
か
な
り
正
確
な
冠
動
脈

造
影
が
出
来
ま
す
（図
２
）。簡
単
で
外
来

で
す
み
、
合
併
症
が
少
な
く
安
全
で
す

が
、
石
灰
化
し
た
冠
動
脈
に
は
不
向
き
な

検
査
で
す
。 

④
心
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
。
こ
の
冠
動
脈
造
影

が
、
最
も
正
確
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
言

う
、
直
径
約
２
～
３
㎜
、
長
さ
1.5
ｍ
前
後

の
細
く
て
柔
ら
か
い
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
管

を
、
肘
ま
た
は
股
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら

挿
入
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
下
に
、
大
動
脈

を
経
由
し
て
冠
動
脈
入
口
部
に
入
れ
ま

す
（図
３
）。
カ
テ
ー
テ
ル
よ
り
冠
動
脈
に
、

造
影
剤
を
注
入
し
て
、
映
像
を
撮
り
ま

す
。
す
る
と
冠
動
脈
が
映
し
出
さ
れ
て
、

狭
窄
の
部
位
と
程
度
が
正
確
に
判
定
で

き
ま
す
（図
４
）。
侵
襲
的
検
査
の
た
め
、

入
院
が
必
要
で
、
他
の
検
査
よ
り
も
大
が

か
り
な
の
が
難
点
で
す
。 

図
２ 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ 

心臓全体ＣＴ像（ＶＲ像） 血管造影ＣＴ像 

左冠動脈 前下行枝 
* 

冠
動
脈
の
ス
パ
ス
ム 

 

冠
動
脈
の
攣
縮
。
血
管
が
一
過
性
に
縮

ん
で
細
く
な
る
。 
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【 

狭
心
症
の
治
療
】 

 

治
療
の
主
眼
は
、心
筋
梗
塞
への
進
行
防
止
と

安
全
な
活
動
能
力
の
確
保
で
す
。 

 

ま
ず
生
活
習
慣
の
変
革
に
よ
る
危
険
因
子
の

改
善
が
重
要
で
、こ
れ
は
予
防
の
項
目
で
述
べ
ま

す
。薬
物
治
療
は
、冠
動
脈
を
拡
張
す
る
薬
、心

臓
を
保
護
す
る
薬
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
心
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は

最
先
端
の
治
療
法
で
、
カ
テ
ー
テ
ル
式
バ
ル
ー
ン

式
冠
動
脈
拡
張
術(

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ)

と
い
い
ま
す
（図

５
）。し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
同
部
に
再
び
狭
窄

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
狭
窄
解
除
を
固
定
化

す
る
た
め
の
ス
テ
ン
ト
留
置
法
が
あ
り
ま
す
（図

６
）。 

 

バ
イ
パ
ス
手
術
は
、
大
動
脈
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
と
言
わ
れ
、
冠
動
脈
の
狭
窄
部
の
先
と
大

動
脈
の
間
に
バ
イ
パ
ス
血
管
を
繋
ぐ
治
療
で
す
。

そ
の
血
管
に
は
内
胸
動
脈
や
、
足
の
静
脈
が
よ

く
用
い
ら
れ
ま
す
。 

 
 

図
３ 

心
カ
テ
ー
テ
ル
検
査 

心カテーテル検査室 

カテーテルが心臓に

到達しているところ 

図
４ 

 

心
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
冠
動
脈
造
影
と
狭
心
症 

心臓の図 正常な左冠動脈造影像 狭心症 

狭窄 
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【 

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
の
根
本
的
予
防
】 

 

狭
心
症
・心
筋
梗
塞
の
根
本
的
な
予
防
は
動

脈
硬
化
の
予
防
で
、
禁
煙
と
食
事
運
動
療
法
で

危
険
因
子
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。 

 

危
険
因
子
に
は
、
喫
煙
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
、高
血
圧
、メ
タ
ボ
、糖
尿
病
、肥
満
、高
中
性

脂
肪
血
症
、痛
風
、等
が
あ
り
ま
す
。食
事
療
法

は
各
因
子
で
異
な
り
ま
す
が
、
運
動
療
法
は
共

通
で
す
。 

  

１
．
食
事
療
法 

① 

高
血
圧
の
改
善
に
は
塩
分
減
量
で
す
。 

② 

糖
尿
病
、
肥
満
、
高
中
性
脂
肪
血
症
、
メ
タ

ボ
の
改
善
に
は
摂
取
す
る
食
事
の
カ
ロ
リ
ー

の
減
量
で
す
。
ま
ず
腹
八
分
が
原
則
で
す
。

甘
い
物
と
脂
っ
こ
い
物
は
特
に
カ
ロ
リ
ー
が

高
い
の
で
、減
ら
し
ま
す
。ま
た
間
食
を
や
め

ま
す
。 

③ 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
改
善
に
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
食
品
の
摂
取
を
減

ら
し
ま
す
。
玉
子
、
玉
子
か
ら
で
き
た
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、ケ
ー
キ
、カ
ス
テ
ラ
、魚
卵
、バ
タ
ー
、

肉
の
脂
肪
の
多
い
部
分
、
等
を
減
ら
し
ま

す
。
そ
し
て
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
、
海
草
、

き
の
こ
、
豆
類
等
を
多
く
食
べ
る
と
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
早
く
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。 

 

２
．
運
動
療
法 

 

散
歩
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゴ
ル

フ
、
エ
ア
ロ
ビ
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、
テ
ニ
ス
な
ど
の
軽
い

運
動
（
有
酸
素
運
動
）を
、一
回
に
30
分
以
上
、

週
に
三
回
以
上
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。 

 

図
３
・
５
・６ 

山
科
章
他
監
修
「 

心
臓
、
血
管
病
ア
ト
ラ

ス
」
ト
ー
ア
エ
イ
ヨ
ー
社
よ
り
引
用
改
変  

カテーテル全体 

（長さ約１．５ｍ） 

カテーテル先端部（拡大像） 

図
５ 

 
カ
テ
ー
テ
ル
式
バ
ル
ー
ン
式
冠
動
脈
拡
張
術 

（Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
） 

ＰＴＣＡ原理模式図 

図
６ 

カ
テ
ー
テ
ル
式
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
法 

ステント原理模式図 ステントが閉じていて、カテーテル

先端上にある状態 

（１） 

（２） 

（１）閉じた状態 （２）開いた状態 

ステントを縮めた状態で狭窄部に挿入し、

バルーンで拡張させて留置する。内腔の拡

大が保持される。再狭窄予防の薬がついた

薬剤溶出ステント（ＤＥＳ)もある。 

狭窄部にバルーン（風船）を

縮めた状態で通し、そこでバ

ルーンを膨らまして、血管の

内腔を広げて、狭窄を治す 

バルーン膨張時 
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季節のレシピ 

 
<

作
り
方> 

① 

か
ぼ
ち
ゃ
と
鶏
も
も
肉
は
一
口
大
、
玉

ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
ス
、
ト
マ
ト
は
１
㎝
角
に

切
る
。 

② 

切
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
電
子
レ
ン
ジ
６
０
０

ｗ
で
３
分
加
熱
す
る
。 

③ 

ペ
ン
ネ
は
７
割
程
度
下
茹
で
す
る
。 

④ 

バ
タ
ー
を
溶
か
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
鶏

も
も
肉
、
玉
ね
ぎ
炒
め
る
。 

⑤ 

玉
ね
ぎ
が
し
ん
な
り
し
た
ら
一
旦
火

を
止
め
、
小
麦
粉
を
ふ
り
入
れ
、
粉
っ
ぽ

さ
が
な
く
な
る
ま
で
混
ぜ
る
。 

⑥ 

⑤
に
少
し
ず
つ
牛
乳
を
加
え
て
な
じ
ま

せ
る
。 

⑦ 

コ
ン
ソ
メ
、
ペ
ン
ネ
を
加
え
、
弱
火
で
ゆ
っ

く
り
煮
込
む
。 

⑧ 

ト
ロ
ミ
が
つ
い
た
ら
グ
ラ
タ
ン
皿
に
移

し
、
チ
ー
ズ
と
か
ぼ
ち
ゃ
を
乗
せ
て
、

オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
。 

⑨ 

最
後
に
ト
マ
ト
と
パ
セ
リ
粉
を
散
ら
し

て
完
成
。  

 

寒
い
時
期
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？ 

 

冬
の
寒
さ
に
負
け
な
い
よ
う
、風

邪
予
防
に
効
果
の
あ
る
食
材
を

使
っ
て
、
い
つ
も
と
一
味
違
う
グ
ラ

タ
ン
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？  

か
ぼ
ち
ゃ
と 

 
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
ラ
タ
ン   

＜1人分の栄養成分＞ 

エネルギー   314kcal 

たんぱく質   15.6g 

脂質           15.5g 

塩分相当量  1.0g 

カリウム        611mg 

リン             260mg 

（栄
養
部 

 
 

管
理
栄
養
士
・川
口
麻
希
） 

 

か
ぼ
ち
ゃ
に
含
ま
れ
る
β

カ
ロ
テ
ン
は
肌

や
粘
膜
を
保
護
し
、
抵
抗
力
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・

Ｅ
は
、
感
染
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

<

材
料> 

 

４
人
分 

・か
ぼ
ち
ゃ 

 

皮
付
き
で
２
０
０
ｇ 

・ト
マ
ト 

 
  

１
２
０
ｇ (

小
１
個) 

・鶏
も
も
肉 

１
５
０
ｇ 

・玉
ね
ぎ 

 

１
０
０
ｇ (

１
／
２
個) 

・バ
タ
ー 

 
 

２
０
ｇ 

・ペ
ン
ネ 

 
  

５
０
ｇ 

・牛
乳 

 
 

４
０
０
㎖ 

・小
麦
粉 

 

２
０
ｇ(

大
さ
じ
２) 

・コ
ン
ソ
メ 

  

５
ｇ (

キ
ュ
ー
ブ
１
個) 

・お
好
き
な
チ
ー
ズ 

      
 

３
０
ｇ (

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
２
枚) 

・パ
セ
リ
粉 

少
々 

 

カ
リ
ウ
ム
が
気
に
な
る
方
は
、
か
ぼ
ち
ゃ

の
代
わ
り
に
ナ
ス
を
利
用
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
カ
リ
ウ
ム
を
１
０
０
㎎
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 
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２０１６東葛みらい健康カレッジ 
 

２
０
１
６
年
４
月
よ
り
始
ま
っ
た 

東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ
は
、
11
月
ま

で
に
17
回
開
催
さ
れ
、
延
べ
５
８
０
人
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

２
０
１
６
年
、
最
後
の
講
座
の
終
了
後
に

は
、
10
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方
に
修
了

証
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 

２
０
１
７
年
３
月
に
は
今
年
度
、最
後
の

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

（医
療
福
祉
連
携
支
援
部
・
水
村
宏
之
） 

受
講
者
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影 

次
回
の
東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ 

【 

日
程
お
よ
び
テ
ー
マ
・講
師
】 

３
月
11
日
（土
） 

「 

最
新
の
心
不
全
と
そ
の
予
防
（胸
苦

し
さ
か
ら
、
心
筋
梗
塞
の
予
防
ま
で
）」 

 
 

川
越
康
博 

 
 

 
 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
・院
長
） 

【 

受
付
】
13
時
30
分
～ 

【 

講
演
】
14
時
00
分
～
15
時
30
分 

【 

会
場
】 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

６
階
ホ
ー
ル 

【 

申
込
先
】 

 

☎ 

０
４
７
―
３
６
５
―
９
０
４
８ 

 
（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・ 

 
 

 
 

 
 

医
療
福
祉
連
携
支
援
部
） 

※ 

無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

※ 

当
日
参
加
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
事
前
の
受
講
申
し
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

※ 

駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
、
ま
た
は
最
寄
り
の
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

 

２
０
１
７
年
度 

東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ 

 

２
０
１
７
年
４
月
よ
り
、
２
０
１
７
東
葛 

み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。 

【 

講
演
テ
ー
マ
（
予
定
）】 

▣ 

寿
命
と
健
康
阻
害
要
因 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
百
寿
を
め
ざ
し
て
― 

▣ 

健
康
寿
命
を
延
ば
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
人
生
ラ
ス
ト
10
年
問
題
― 

▣ 

認
知
症
を
防
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
脳
活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
― 

▣ 

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
糖
尿
病
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
脂
質
異
常
症
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
高
血
圧
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
― 

▣ 

生
活
習
慣
の
改
善 

 
 

 
 

 

―
喫
煙
、
飲
酒
、
食
事
、
運
動
、
睡
眠
― 

▣ 

予
防
と
治
療
最
前
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
が
ん
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
狭
心
症
・心
筋
梗
塞
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
不
整
脈
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
心
不
全
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
脳
卒
中
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
肺
炎
・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
― 

▣ 

腎
臓
病
と
腎
不
全 

▣ 

泌
尿
器
の
病
気 

 
 

 
 

 
 

―
尿
漏
れ
か
ら
前
立
腺
が
ん
ま
で
― 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、ポ
ス
タ
ー
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 
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こ
ん
に
ち
は
、
東
葛
フ
ッ
ト
ケ
ア
ナ
ー
ス
で
す
。

寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
足
元
が
冷
え
る
こ
の

季
節
に
注
意
し
た
い
「 

低
温
や
け
ど
」
と
、
血

流
を
ア
ッ
プ
し
暖
房
器
具
に
頼
ら
な
い
足
を
つ

く
る
た
め
の
「 

足
の
運
動
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。 

 

普
通
の
や
け
ど
よ
り
怖
い
低
温
や
け
ど 

 

普
通
の
や
け
ど
は
、
皮
膚
に
高
温
の
熱
源
が

触
れ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
低
温
や
け
ど
は
体
温

よ
り
少
し
高
め
の
温
度
（
44
℃
～
50
℃
）に 

長
く
触
れ
続
け
る
こ
と
で
起
こ
る
の
が
特
徴 

で
す
。
痛
み
も
軽
く
、
見
た
目
に
は
軽
傷
で
も 

皮
膚
の
奥
深
く
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
で
神
経
障

害
が
あ
る
方
は
痛
み
を
感
じ
に
く
い
た
め
、 

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚
を
よ
く

観
察
し
、
赤
み
・
水
疱
は
で
き
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

 

冬
に
起
こ
り
や
す
い
「 

低
温
や
け
ど
」、ご
理

解
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

注
意
点

さ
え
守
れ
ば
低
温
や
け
ど
は
予
防
で
き
ま
す
。

前
回
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「 

ス
キ
ン
ケ

ア
」
、
今
回
の
「 

足
の
運
動
」を
併
せ
て
行
う
こ

と
で
、
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
・血
流
を
高
め
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
健
康
な
足
で
寒
い
冬
を

元
気
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。  

（文
責
・看
護
部 

小
椋
純
子
） 

 
 

寒
い
冬
に
は
注
意
を 

「 
低
温
や
け
ど
」  

低
温
や
け
ど
の
予
防
法
と
対
策 

 

低
温
や
け
ど
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
熱

源
に
長
時
間
触
れ
続
け
な
い
よ
う
、
湯
た
ん
ぽ

な
ど
の
熱
源
を
足
元
か
ら
10
㎝
以
上
離
す
、

ま
た
は
就
寝
時
は
布
団
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
気
毛
布
は
タ
イ
マ
ー
を
使

用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
も
し
、
低
温
や
け
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 

場
合
は
、
流
水
な
ど
で
充
分
冷
や
し
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

暖
房
器
具
に
頼
ら
な
い
足
を
つ
く
ろ
う
！ 

 

冬
は
足
が
冷
え
る
こ
と
で
血
流
が
悪
く
な
り

や
す
い
季
節
で
す
。そ
こ
で
足
指
運
動
の
タ
オ
ル

ギ
ャ
ザ
ー
・足
指
じ
ゃ
ん
け
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
足
指
運
動
を
行
い
、
血
流
を
促
し
て
健
康

な
足
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

【 

タ
オ
ル
ギ
ャ
ザ
ー
】 

 

床
に
タ
オ
ル
を
敷
き
、
足
の
指
で
タ
オ
ル
を
た

ぐ
り
寄
せ
ま
す
。
一
日
左
右×

３
セ
ッ
ト
が
目

安
で
す
。 

【 

足
指
じ
ゃ
ん
け
ん
】 

 

足
の
指
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て
、
じ
ゃ
ん

け
ん
の
「 

ぐ
ー
・ち
ょ
き
・ぱ
ー
」を
行
い
ま
す
。

慣
れ
て
き
た
ら
、
回
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

足指じゃんけん 

タオルギャザー 

グー 
と縮めて 

チョキ 

パー 
と開く 

指1本ずつが

離れることが

ポイント 
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第３回松圓会写真コンテスト 入賞作品発表 
 

２
０
１
６
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
松
戸
市

立
第
５
中
学
校
か
ら
３
名
、
河
原
塚
中
学
校
か
ら
４

名
、
古
ヶ
崎
中
学
校
か
ら
３
名
の
生
徒
さ
ん
が
、
職
場

体
験
の
た
め
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
の
仕
事
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
て

体
験
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
  

 
 

 
 

（医
療
福
祉
連
携
支
援
部
・水
村
宏
之
） 

ようこそ東葛クリニック病院へ －中学生の職場体験－ 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
（医
療
法
人
財
団
松
圓

会
）の
各
施
設
で
透
析
治

療
を
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
と
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
目
的
に

開
催
し
て
い
る
「 

松
圓
会

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」は
３
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

第

３
回

の
テ
ー

マ
は 

「 

大
好
き
！
」。
い
ろ
い
ろ

な
大
好
き
が
つ
ま
っ
た
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

厳
正
な
審
査
の
結
果
、

理
事
長
賞
１
作
品
、
優
秀

賞
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
応

募
作
品
（「 

大
好
き
！

孫
」桑
原
克
久
様
）も
見
事

に
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。 

 

今
回
は
理
事
長
賞
と
、

優
秀
賞
か
ら
１
作
品
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

優
秀
賞 

 

「  

大
好
き
！
孫
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桑
原 

克
久 

様 

理
事
長
賞 

 

「 

一
緒
が
い
い
ね 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

滝
口 

祐
子 

さ
ん 
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残っている薬はありませんか？ 
―残薬を減らす取り組みの紹介― 

当
グ
ル
ー
プ
で
患
者
さ
ん
か
ら
聞
き

取
っ
た
具
体
例
と
対
応
策 

 

例
１ 

「 

昼
の
薬
の
飲
み
忘
れ
が
多

く
、
余
っ
て
い
る
」 

〈 

対
策
〉 

 

処
方
日
数
を
調
整
。ま
た
は
昼
の
薬
を
、朝
ま

た
は
夕
の
服
用
に
変
更
で
き
な
い
か
医
師
に
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

例
２ 

「 

薬
の
味
や
大
き
さ
が
気
に
な

り
服
用
で
き
て
い
な
い
」 

〈 

対
策
〉 

 

同
効
薬
の
他
の
薬
や
飲
み
や
す
い
剤
形
の
も

の
に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
３ 

「 

薬
の
種
類
が
多
す
ぎ
て
管
理

が
で
き
な
い
」 

〈 

対
策
〉 

 

遠
慮
せ
ず
、
お
気
軽
に
医
師
、
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
、
薬
の
種
類
や
飲
む
回
数
を

減
ら
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 「残薬」とは、医師から処方された薬を飲み残したり飲み忘れたりして余った薬のことをい

います。近年、高齢者宅から薬が大量に見つかる事例が増えており、全国の75歳以上の在

宅高齢者だけでも残薬は年間およそ４７５億円分に上ると推計されています。適切に服用

できていないことにより、症状の悪化でさらに薬が増えるという悪循環もあります。 

 我が国では平成24年度から薬剤師による残薬の確認が本格的に始まり、東葛クリニック

ブループでも今年度から取り組みを開始しています。 
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飲
み
忘
れ
防
止
！ 

 

お
勧
め
グ
ッ
ズ
を
ご
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「 

外
食
が
多
く
て
、つ
い
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し

ま
う
」「 

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
を
忘
れ
た
」な
ん

て
患
者
さ
ん
の
会
話
を
耳
に
し
ま
す
。
厚
労
省

調
査
の
残
薬
発
生
の
理
由
第
１
位
も
『 

飲
み

忘
れ
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
薬
の
整
理

も
で
き
る
飲
み
忘
れ
防
止
の
お
助
け
グ
ッ
ズ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

飲
み
忘
れ
防
止
グ
ッ
ズ
は
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア

や
通
信
販
売
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
ア

プ
リ
は
種
類
が
豊
富
で
す
の
で
、ご
自
身
の
使
い

や
す
い
も
の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

 

飲
み
忘
れ
が
心
配
な
方
は
ご
紹
介
し
た
よ
う

な
グ
ッ
ズ
を
上
手
に
使
い
、
お
薬
の
管
理
に
お

役
立
て
下
さ
い
。  

     

平
成
24
年
度
は
、
薬
剤
師
が
医
師
に
照
会

し
、
調
剤
す
る
薬
を
減
ら
す
な
ど
し
た
こ
と
に

よ
り
、
お
よ
そ
29
億
円
の
医
療
費
を
抑
制
で
き

た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。 

 

当
グ
ル
ー
プ
で
の
残
薬
への
取
り
組
み
は
開
始

さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
す
で
に
医
療
費
削
減

の
効
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

薬
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
薬
剤

師
ま
た
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。  

 
 

 

   

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・薬
剤
師 

栗
原 

喜
久
美
・小
島
香
織
） 

  
 

 

【 

引
用
元
】 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「 

く
ら
し
☆
解
説
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保
健
指
導
リ
ソ
ー
ス
ガ
イ
ド  

お
す
す
め
１ 

 
 

 
 

家
で
薬
を
飲
む
こ
と
が
多
い
方 

「 

お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
」 

 

１
ヶ
月
単
位
／
１
週
間
単
位
／
１
日
単
位
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
服
用
後
、
空
の
シ
ー
ト
や

袋
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
し
て
お
く
と
飲
み
忘
れ
を

防
止
で
き
ま
す
ね 

お
す
す
め
３ 

 
 

 

携
帯
電
話
の
ア
プ
リ
を
利
用  

「 

飲
み
忘
れ
防
止
ア
プ
リ
」 

 

服
用
時
間
に
な
る
と
ア
ラ
ー
ム
音
で
、
服
用

す
る
薬
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す   

お
す
す
め
２ 

 
 

 

外
出
先
で
薬
を
飲
む
こ
と
が
多
い
方 

  

「 

ピ
ル
ケ
ー
ス
」 

 

半
錠
用
の
カ
ッ
タ
ー
付
き
の
物
や
１
日
単
位

で
持
ち
運
び
Ｏ
Ｋ
の
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す  
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Ｑ
．
長
く
当
院
に
通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
ど
の
よ
う
な
印
象

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

Ａ
．
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
穿
刺
が
上
手
な
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。 

Ｑ
．
通
い
始
め
ら
れ
た
こ
ろ
と
最
近
を
比
べ

て
、
ス
タ
ッ
フ
に
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
．変
わ
ら
ず
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。特

に
、
透
析
を
始
め
た
頃
は
小
さ
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
気
に
か
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。な
の
で
、透
析
に
来
る
の
が

苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
、
透

析
に
行
く
の
が
い
や
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

高
校
に
行
く
こ
と
に
も
支
障
が
出
て
い
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
「 

治
療
の
た

め
に
時
間
を
取
ら
れ
る
の
は
嫌
だ
」と
は
思

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
嫌
だ
と
い
う
意

識
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
（臨
床
工

学
）技
士
や
看
護
師
の
皆
さ
ん
が
よ
く
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

Ｑ
．
16
歳
か
ら
透
析
を
始
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
導
入
す
る
と
き
は
ど
の
よ

う
な
お
気
持
ち
で
し
た
か
？ 

Ａ
．
も
と
も
と
の
性
格
も
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
暗
く
落
ち
込
む
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
透
析
を
始
め
た
こ

ろ
か
ら
透
析
の
技
術
も
急
激
に
よ
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ダ
イ

ア
ラ
イ
ザ
ー
も
フ
ァ
イ
バ
ー
型
で
し
た
し
、

保
険
も
整
っ
て
い
ま
し
た
。
導
入
し
た
時
期

が
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
よ
り

前
に
導
入
さ
れ
た
方
は
本
当
に
ご
苦
労
さ

れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

Ｑ
．
治
療
に
関
し
て
は
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？ 

Ａ
．
水
分
や
食
事
の
制
限
は
以
前
は
と
て
も
厳

し
か
っ
た
で
す
。
自
己
管
理
が
本
当
に
大
切

だ
と
い
わ
れ
て
、
厳
し
く
教
育
さ
れ
ま
し

た
。
16
歳
の
私
に
も
「 

あ
な
た
の
生
命
予

後
は
自
己
管
理
に
か
か
っ
て
い
ま
す
よ
」と

い
う
よ
う
な
感
じ
で
。 

Ｑ
．
ご
自
身
の
体
験
も
あ
り
、
透
析
に
関
係
す

る
研
究
を
お
仕
事
に
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。 

Ａ
．
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
研
究
を
メ
イ
ン
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
生
体
適
合
性
の
い
い
膜
を
作

る
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
。 

東葛クリニック八柱 

福本 喜久子
ふ く も と  き く こ

 さん （52歳） 

透析歴 36年  

患者さん 

インタビュー 

透析 

 このコーナーでは東葛クリニック

グループで透析治療を受けてい

らっしゃる方のお話をご紹介して

います。今回は福本喜久子さんに 

お話をお聞きしました。 

  『マイライフ 『マイライフ ―化学とともに――化学とともに―』』    
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Ｑ
．
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
．
Ｍ
Ｐ
Ｃ
（
メ
タ
ク
リ
ロ
イ
ル
オ
キ
シ
エ
チ
ル
ホ
ス

ホ
リ
ル
コ
リ
ン
）
と
い
う
物
質
を
使
っ
て
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
Ｍ
Ｐ
Ｃ
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
保
存
液
や
シ
ャ
ン
プ
ー
に
入
っ
て
い

た
り
、
人
工
股
関
節
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
物
質
で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
を
膜

に
塗
っ
て
生
体
適
合
性
を
高
め
よ
う
と
い

う
研
究
で
す
。 

Ｑ
．
今
も
研
究
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

か
？ 

Ａ
．
平
成
20
年
ま
で
は
大
学
で
研
究
員
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
退
職
し
ま
し
た
。
今
は
非

常
勤
講
師
と
し
て
大
学
と
高
校
で
化
学
を

教
え
て
い
ま
す
。私
自
身
が
化
学
を
面
白
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
学
生
さ
ん
に

も
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

授
業
を
し
て
ま
す
。
な
る
べ
く
身
近
な
も
の

を
例
に
出
し
な
が
ら
化
学
の
話
に
結
び
付

け
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
毎
日
が
勉
強
で
す
。
最
近
は

プ
リ
ン
ト
の
用
意
な
ど
、
つ
い
遅
く
ま
で
授

業
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
多
く
て
、
透
析

治
療
の
時
間
は
睡
眠
時
間
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
血
圧
が
下
が
っ
て
し
ま

う
の
で
、あ
ま
り
良
く
な
い
と
は
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
。 

Ｑ
．
仕
事
と
治
療
の
バ
ラ
ン
ス
は
難
し
い
で

す
ね
。
福
本
さ
ん
に
と
っ
て
の
理
想
の
透

析
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
．
や
は
り
長
生
き
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
は
若
い
方
が
透
析
に
入
る
時

に
は
30
年
は
生
き
ら
れ
る
か
ら
人
生
設

計
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、私
が
透
析
を

始
め
た
頃
は
１
年
生
存
率
と
か
５
年
生
存

率
と
か
、
そ
う
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
先

を
見
ら
れ
る
の
は
１
年
と
か
５
年
と
か
そ
の

く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
就
職
も
１
年
更
新
の

研
究
員
を
選
び
ま
し
た
。あ
の
当
時
、
30
年

生
き
ら
れ
る
よ
と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、
他
の

人
生
設
計
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
．
「 

長
生
き
」と
い
う
意
味
で
は
今
の
透
析

は
理
想
に
近
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？ 

Ａ
．そ
う
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、自
分
の
腎
臓

の
代
わ
り
に
24
時
間
働
い
て
く
れ
る
人
工

腎
臓
が
で
き
れ
ば
理
想
で
す
ね
。治
療
の
た

め
に
時
間
を
と
ら
れ
な
い
透
析
は
理
想
だ

と
思
い
ま
す
。 

  

<

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
よ
り> 

 

「 

化
学
の
楽
し
さ
を
学
生
に
伝
え
た
い
」と

い
う
お
話
を
と
て
も
楽
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
福
本
さ
ん
の
授
業
に
で
て
い
る
学

生
さ
ん
達
を
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

総
務
部
・本
橋
和
子
） 

〈  

外
来
患
者
数
〉    

１
０
，
０
２
１
人 

〈  

新
入
院
患
者
数
〉 

２
７
９ 

人 

〈  

退
院
患
者
数
〉     

２
７
６
人 

〈  

平
均
在
院
日
数
〉 

１
８
．
７
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
11
月
） 

〈  

透
析
実
施
回
数
〉  

４
０
，
７
２
２
回 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ 

 
 

診
療
実
績 

（平
成
28
年
９
月
～
11
月
） 
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外
来

診
療

予
約

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 
０

１
２

０
－

１
１

３
－

７
５

１
(
受

付
時

間
8
：
3
0
～

1
7
：
0
0
)
 

※
 
当

院
は

予
約

制
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
診

察
券

を
お

持
ち

の
方

は
お

手
元

に
ご

用
意

の
上

、
お

電
話

下
さ

い
。
 

※
 
但

し
、
急

患
、
新

患
の

方
は

こ
の

限
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
  

[
受

付
時

間
]
 
午

前
 
８

：
３

０
～

１
２

：
０

０
 
 

午
後

 
１

３
：
３

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 
９

：
０

０
～

 
 
 
 

 
 
 

 午
後

 
１

４
：
０

０
～

 

 
※

 
日

曜
・
祝

日
は

休
診

で
す

。
諸

事
情

に
よ

り
担

当
医

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

血
管

外
科

(循
環

器
外

科
) 

午
後

 
 

 
○

 
○

 
 

 
 

糖
尿

病
外

来
 

午
前

 
○

 
○

 
 

○
 

 
 

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 

ア
ク

セ
ス

外
来

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

午
前

診
の

み
 

腎
炎

外
来

 
午

後
 

 
○

 
 

 
○

 
 

午
後

診
 

第
1、

第
3の

み
 

乳
腺

外
来

 
午

前
 

 
○

 
 

 
 

 
午

前
診

の
み

 

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
午

後
 

 
 

○
 

 
 

 
午

後
診

の
み

 
 

ス
ト

ー
マ

外
来

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 
午

後
診

の
み

 
木

曜
日

 
第

2、
第

4の
み

 

腎
不

全
外

来
 

午
前

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

創
傷

ケ
ア

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
午

後
診

の
み

 
診

療
時

間
 

1
3：

30
～

 

フ
ッ
ト

ケ
ア

外
来

  
午

前
 

 
 

 
○

 
 

○
 

9
：0

0
～

11
：0

0
 

14
：0

0
～

16
：0

0
 

第
2土

曜
日

、
第

4木
曜

日
の

み
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
○

 

褥
瘡

外
来

 
午

後
 

 
○

 
 

 
 

 
午

後
診

の
み

 
 

診
療

時
間

 
15

：3
0
～

1
6
：
30

 

胃
内

視
鏡

 
午

前
 

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 
土

曜
日

 
第

3
の

み
 

大
腸

内
視

鏡
 

午
後

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

土
曜

日
 

第
1、

第
3の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

病
院

 
外

来
診

療
の

ご
案

内
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
午

後
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

外
科

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

午
前

診
の

み
 

腎
臓

内
科

  
 

午
前

 
○

 
○

 
○

 
○

 
 

○
 

土
曜

・午
後

 
第

2、
第

4
の

み
 

午
後

 
○

 
 

 
 

 
○

 

呼
吸

器
内

科
 

午
前

 
○

 
 

 
 

○
 

 
  
 

午
後

 
 

○
 

 
 

 
 

循
環

器
内

科
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

木
曜

・午
前

 
診

療
9：

3
0～

  
午

後
 

○
 

○
 

 
 

 
 

消
化

器
外

科
 

午
前

 
○

 
 

 
○

 
○

 
 

 

泌
尿

器
科

  
午

前
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 
月

曜
 

第
1、

第
3、

第
5
の

み
 

土
曜

・午
後

 
第

1、
第

3、
第

5
の

み
 

月
・火

・木
曜

の
午

後
は

検
査

の
み

 
午

後
 

○
 

○
 

 
○

 
 

○
 

整
形

外
科

  
午

前
 

 
 

○
 

 
 

○
 

午
後

 
第

1，
第

3
水

曜
診

察
な

し
 

木
曜

・午
後

 
第

1の
み

  
午

後
 

 
 

○
 

○
 

 
 

呼
吸

器
外

科
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

診
療

時
間

 
14

：3
0～

1
6：

00
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

み
ら

い
 

外
来

診
療

の
ご

案
内

 
[
受

付
時

間
]
 
午

前
 

８
：
３

０
～

１
１

：
３

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
０

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 

９
：
０

０
～

１
２

：
０

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
３

０
～

１
７

：
０

０
 

東
葛

ク
リ

ニ
ッ

ク
み

ら
い

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

 
０

４
７

―
３

６
６

―
６

１
５

０
 
 

※
1
 
心

療
内

科
は

完
全

予
約

制
で

す
。
 
 
※

 
お

薬
は

院
外

処
方

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

・
循

環
器

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 

午
後

 
○

 
○

 
 

○
 

○
 

 

内
科

・
呼

吸
器

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

 
 

 
 

腎
臓

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

○
 

 
 

水
曜

日
 第

2・
4週

の
み

 

木
曜

日
 第

1・
3・

5週
の

み
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

糖
尿

病
外

来
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

午
後

 
診

療
時

間
 

14
：
00

～
 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：3

0
～

）
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
 

心
療

内
科

※
1
 

午
前

 
 

 
 

 
 

○
 

午
後

 
診

療
時

間
 

13
：
30

～
 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：0

0
～

）
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

禁
煙

外
来

・ 

睡
眠

時
無

呼
吸

外
来

 
午

前
 

 
 

 
 

 
○

 
 


